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1　ま　え　か　き

ナクネ品種の播性については．戸苅・宮本一），戸苅・菅野め

の報告があり．百足2）は，世代促進のための技術開発につ

いて報告した。筆者らは，ナタネ品種の揺性を調査し，交

配母本の選定並びに世代促進の基礎資料を得るために．

1980年から試験を進めている。

ここでは緑体春化処理による開花促進並びに播種から開

花までの日数と品種の春播性程度との関係について検討し

たので，その概要を報告する。

2　試　験　方　法

川　供試材料：表lに示す20品種で，各品種10個体を

供試した。

（2）試験区の構成
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13）播種法：沖積土5，堆肥2．バーミキュライト3

の混合土をプラントベット（36m×45用．深さ10甜）につ

め．如潤×3（叫こ1プラントベット当り10品種を播種し．

緑体春化処理終了後，ほほ一斉に温室に搬入できるように

した。

（4）緑体春化処理：子葉展開期から4℃の低温室で蛍

一87－

光灯の昼夜照明の条件下で緑体春化処理を行った。

㈲　長日照明：得体春化処理終了後．温室〔温度条件

は，夜間（17～6時）10℃，昼間（6～17時）20℃，ただ

し日中25℃以上になると天窓が開くようにセット）で400

W陽光ランプ（プラントベット上の照度1070∠ェ）により，

1日5．5時間（16～21時30分）の長日照明を行った。

（6）肥料：無肥料で播種を行い．早生品種が抽苦した

ころ液肥（10－5－8）5比を200倍にうすめ．1プラントベ

ット当り1上を如轟で散布した。

3　■試　験　結　果

緑体春化処理期間中の低温室の温度は．最低温度2．5℃．

最高温度7．3℃，平均温度4．9℃であった。また生育期間中

の温室温度は．昼間の平均最低温度は18．3℃，平均最高温

度は28．8℃であり，夜間の平均最低温度は9．9℃．平均最高

温度は23．8℃であった。

緑体春化処理期間中でも緩慢ながら生育は進み，17週間

処理では，処理期間中に6品種が抽苔した。

緑体春化処理終了から抽苔・開花までの日数は，処理期

間が長いはど短縮された。これを播種から抽苔・開花まで

の日数で比較すると．全く春化処理を必要としないものか

ら，14週間の処理を必要とするものまで．品種間に大きな

差がみられるが，春播性品種（樺太．Z，E．N）以外の品

種は，いずれも緑体春化処理によって開花促進が認められ

た（表1）。また開花促進効果が最も高い区．すなわち播

種から開花までの日数が最も短くなる場合の緑体春化処理

期間とこれに該当する品種数をみると，2週間では5品種．

4週間では4品種．9週間では5品種と三つのピークが認

められた。

次にこれまで行った試験結果と．戸苅・菅野5）が関東東

山農試（鴻巣）で行った実験から．共通する品種の播種か

ら開花までの日数についての相朗をみると，図1に示すよ

うにかなり高い相鞠関係が認められた。
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表1　緑体春化処理期間と播種から開花まで日数

品　 種　 名
緑　 体　 春　 化　 処　 理　 期　 間　 （過 ）

無 処 理 1 2 3 4 6 9 11 14 1 7

樺　　　　　　 太 62 67 6 8 7 2 7 9 8 8 10 1 1 14 12 9 14 4

Z　 ・　 E　 ・　 N 65 紬 71 7 1 7 7 88 9 9 1 12 12 6 14 3

農　 林　 10　 号 80 7 4 7 5 7 8 88 10 2 1 13 12 8 14 1

〝　　 18　 号 92 8 5 8 0 7 7 88 10 2 1 14 12 6 13 7

〝　　　 5　 号 8 2 73 7 4 8 0 8 8 10 2 1 13 12 6 1 4 2

〝　　 13　 号 9 1 7 7 7 3 7 7 8 7 10 4 1 14 1 24 1 3 8

〝　　　 9　 号 96 74 7 5 8 0 8 9 10 6 1 2 0 1 28 1 4 2

東　　 山　　 種 14 2 9 1 8 3 8 5 9 1 10 2 1 1 7 1 30 1 4 6

農　 林　 3　 号 9 8

10 1

7 4

7 4

7 7

7 5

9 3

16 2

78

78

8 8

8 9 10 4 1 1 2 1 2 7 14 1

宮　 城　 晩　 生 143 1 14 1 2 7 1 3 8 15 3

唐　　　　　　 種 87

94

10 1 11 2 1 2 8 14 0

ハ ン ブ ル グ 1 号 131 13 6 1 4 3 15 7

晩　　 生　　 菜 20 9 2 0 5 15 2 16 7

北　 海　 道　 種 105 1 18 13 1 14 7

ハ　 ン　 ブ　 ル　 グ 108 1 13 1 14 13 1 14 1 15 4

L e S i ra 10 5

16 4

10 6 11 1 12 6 13 4 15 1

ム　 ツ　 ナ　 タ　 ネ 103 10 9 1 20 1 3 2 14 8

E r ra 1 2 1 1 19 1 24 139 1 53

Q u in t a 1 2 4 12 3 1 2 5 13 9 1 5 5

R叩 O ra 17 5 12 7 1 3 1 14 2 1 59

●
1

●
5

r＝0．679

6●
●●

7　　4

0
0
m
‖
〓
n
H
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅵ

例
グ
種
挿
号
号
号
り
け
太

●
2
m
道
　
3
1
1
5

凡
ン
海
　
林
森
林
休

ハ
北
唐
農
曹
長
農
樺

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8

日：呑播作程度5）

110　120　130　140　150　160　170　180　190旧）

鴻　　　巣（高温長日）

図1鴻巣と盛岡におけるナタネ品蛭の播種から

開花まで日数の相関関係

4　摘　　　　　要

1982年′－1983年に20品種を供試し．子葉展開期から4℃

の低温室において．蛍光灯の昼夜照明の条件下で，1～17

週間の緑体春化処理を行い，その後は温室において長日条

件で生育をはかり，品種の描性を検討した。その結果，

（1）得体春化処理終アから抽苔・開花までの日数は，処

理期間が長いはど短縮した。

（2）播種から開花までの日数は，緑体春化処理を全く必

要としない春播品種から14週間の処理を必要とするものま

で．品種間に大きな差がみられ．春播品種以外は，いずれ

の品種も緑体春化処理によって開花の促進が認められた。
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